
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度予算が成立 

ごあいさつ 

 陽春の候、皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

日頃より、遠藤さとるに対して多大なるご指導、ご支援を賜り、誠にありがとう

ございます。本年度は統一地方選挙、秋には草津市議会議員選挙、令和 5 年 2 月

には草津市長選挙と選挙の年となっています。 

 新型コロナウイルス感染症により、社会は大きな変革の時を迎えております。

平穏な日常のありがたさに気づかされ、人のやさしさ、人と集まる事との大切さ

を知りました。今までの私たちの暮らしを振り返り、守るべきものは大切に継承

を行い、勇気を持って時代の変化に対応する必要もあります。遠藤さとるは引き

続きしがらみに捉われることなく、改革を進め、市民のために実現する政治に取

り組んでまいります。 

責任をもって次の世代に引き渡せる草津市を作ります。 皆様との 

約束 あなたの声と共に 草津を前へ 

一般会計予算 548 億 2 千万円、特別会計 342 億円の合計 890 億 2 千万円の過去 2 番目の規

模の予算となりました。歳入は企業業績の回復、給与所得の向上などにより法人・個人市民税の

増を見込んでおります。一方、歳出については子育てや若者支援施策等に重点を置いたものと

なっています。不登校やひきこもり、ヤングケアラーなど課題を抱える子どもや若者に対して支援・

自立支援。民間児童育成クラブ施設整備。小中学校大規模改修費（トイレ改修・グラウンド改修・

長寿命化等）等子どもたちの成長や学びのための予算となっています。 

 

 

 

草津市都市計画道路整備プログラム 

新たな道路整備については計画的かつ効率的に取り組む事が求められます。

草津市ではこの度、令和 5 年度から令和 1４年度までの 10 年間にわたる「草

津市都市計画道路整備プログラム」を公表しました。プログラムでは、①都市

構造、まちづくりの観点からみた道路整備②交通混雑など環境改善を目指す 

③費用対効果を含め整備効果の発揮 などの観点から、進捗状況や社会経

済状況の変化などを踏まえ道路整備を行うとしています。 

   

遠藤さとる後援会ニュース 
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草津市議会議員 

平野南笠線、大江霊仙寺線等の一部の事業化、その他

の路線の事業化の検討など示されております。現状の

課題解決、利便性の向上等のためにも計画的に早期に

整備されることが求められます。詳細は草津市のホーム

ページでご確認いただけます。 
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災害時の行政の対応について 令和５年２月定例会 質疑・質問 

 今年 1 月 24 日から 25 日未明、大雪の影響で JR の電車の運行取止め等により、草津駅・南草津駅等でも、電車か

ら多くの方が降りることが出来ずに、大きな混乱となりました。草津市は JR からの支援要請が無かったため帰宅困難

者用の一次滞在施設の設置に至らなかったとしています。要請を待っていたとする姿勢も問題ですが、駅前の公共施設

の市職員、帰宅等のために駅を利用する市職員等から、電車や駅で状態の状況についての連絡が無かったことが課題で

す。特に緊急時には草津市役所一丸となった連携、協力するという気付きや心構えを含め体制づくりを求めました。ま

た、市は民間事業者と幅広く災害時応援協定を締結しています。協定後の定期的な訓練等を実施し災害発生時に備える

ことを求めました。 

 

遠藤さとる後援会会員募集中!! 

 

草津市の在住の有無を問わず、遠藤さとるを応援して頂

ける方がいらっしゃいましたら、後援会へのご入会を心か

らお待ちしております。詳細などはお気軽にお電話、ファ

ックスまたは、ホームページ内メールフォームにてご連絡

ください。 

遠藤さとるが進める政策 

みんなで支え合える福祉を基軸

とした地域づくり 

子育て世代をバックアップ 

未来をつくる子どもたちへの教育

の充実 基礎学力の向上 

福祉・子育て・教育 
誰もが活躍できるまち 

防災・防犯 
活気ある 

笑顔あふれるまち 

地震・台風・豪雨等の災害に強いまち 

犯罪のないまち、犯罪の芽を摘むこと

のできるまち 

市民・地域・行政の連携、みんなで支

え合える地域づくり 

駅周辺のにぎわいの創出 

交通政策の充実と市内均衡ある

発展 

公共交通・道路整備・駅周辺の

機能分担による渋滞緩和 

町内会等地域組織の支援の充

実と活性化 

経済・まちづくり 
安全で、安心して 
暮らせるまち 

行財政改革 
しがらみを断ち切り 

勇気をもって挑みます 

将来にツケを残さないため、市民目線

による税の使い方 

民間感覚を持った行政サービスの在

り方 

民間活力のさらなる導入 

議会改革・議員定数の削減 

 

電動キックボートの公道利用について 令和５年２月定例会 質疑・質問 

 道路交通法改正により、7 月から電動キックボードが公道を走行できるようになり、一定の利用が

見込まれ、その使用を制限する事は現実的ではありません。そのため、誰もが安全安心して利用で

きる道路整備や交通安全教室の開催や啓発活動が必要で、市は社会情勢、利用状況等を見て啓発、

安全教室の開催等を行いたいとしました。また、今後の市立駐輪場に電動キックボードの駐輪スペ

ースの確保と、電動自転車等のバッテリー充電用設備の必要性を求めました。 

 

「公共施設包括管理業務」の効果の見える化 令和５年２月定例会 質疑・質問 

 庁舎、学校、図書館などの市の施設は、今までは担当ごとに施設管理(保守、設備点検、清掃等)を行っているものを、

一括して民間事業者に管理業務を委託します。職員の業務負担の軽減化、業務の効率化、質の向上を図ることを目的と

し、4 月から本庁舎、10 月から一部施設を除いた 133 の公共施設に導入する事が決定してます。市は導入により人件

費分として約 4800 万円を削減できるとしています。人件費の削減を含め導入効果を見える化を行い、市民と共有化を

図る必要があると求めました。市は修繕実績の調査、アンケートの実施などで導入効果の確認を行っていくとしていま

す。人件費額の削減を行うにとどまるのではなく、導入により人員削減をしなければならないと考えています。 


